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　残暑厳しい日が続いております。今年はなかなか梅雨が明けず、猛暑が続くと

思えば突然の雨や時には洪水の日もありました。うららかをお読みの皆様は体調

を崩されていないでしょうか？まだまだ暑い日が続くと思われますので、脱水や熱

中症にお気をつけてお過ごし下さい。過ごしやすい秋の訪れを心待ちにしており

ます。な

湯浅　大郎

平成25年度表紙テーマ「花」
花：ザクロ　写真家：野口勝宏　福島の美しさを花を通して表現している作家
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呼吸器疾患の方のリハビリ
　慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）や誤嚥性肺炎などで呼吸機能が低下している方に対して呼吸リハビリテーシ

ョンを行っています。また、肺炎のお子さんにも遊びなどを通して呼吸リハビリテーションを行っています。

　具体的に呼吸リハビリテーションは、呼吸介助・排

痰の促し、体操指導、歩行訓練・筋力強化訓練、呼吸

方法・日常生活動作の指導等を患者さんの状態に合

わせて行っています。呼吸器疾患で入院される患者

さんは、呼吸筋の筋力や柔軟性の低下、胸の動きの

低下がみられます。呼吸介助や歩行・筋力強化訓練を

することで、胸や首・肩周囲などの動きが改善して呼

吸が楽になります。また筋力強化や歩行訓練は、体力

や活動性を高める働きもあります。口すぼめ呼吸や

腹式呼吸などの呼吸方法の指導、体操・日常生活の

指導により、呼吸苦の際の対応や身体機能を維持で

きるように促しています。

糖尿病の方のリハビリ
　運動療法、薬物療法、食事療法は糖尿病治療の３本柱と言われています。その中で運動療法は入院による活動

量不足からの筋力や体力の低下を予防することと、血糖値を良い値で維持していくことを目的に実施しています。

　リハビリテーションではエルゴメータやトレッドミルなどを用いた有酸素運動を中心に実施しています。あ

わせてストレッチや筋力強化などご自身でできる様な自主トレーニングや生活動作の指導も行ない、退院後

も定期的に運動を継続できるように介入しています。

　※入院患者さんには毎週月曜日と木曜日に糖尿病教室を開催しており、その中の一部で運動療法を指導

しています。

むくみのある方のリハビリ
　むくみは、リンパ浮腫や心臓・腎臓の病気が原因で起こることがあります。また手術後や安静による筋力低

下で起こることもあり、むくみの原因は様々です。主に乳がんや子宮・卵巣がんの手術後にみられるリンパ浮

腫は歩行や日常生活・仕事での手の使用に障害をき

たします。がんの終末期にみられるむくみは患者さん

の苦痛となりますので、様々なむくみに対してむくみ

の軽減を目的に入院・外来でリハビリを行っていま

す。また手術後には予防としてリンパ浮腫に対する情

報提供やセルフケアの指導を行っています。具体的

にリンパ浮腫治療はリンパドレナージ・圧迫療法・圧迫

下での運動・スキンケアの4本柱で進めていきます。

圧迫療法は弾性着衣や弾性包帯、tg-gr ipといった

ものを使用しています。入院生活や退院後の日常生

活が不安・不自由なく過ごせるようサポートしながら

関わっています。むくみでお困りの方は、お一人で悩

まずに是非医師にご相談下さい。

心臓疾患の方のリハビリ
　心筋梗塞や心不全といった心臓に疾患のある方の社会・家庭生活への復帰と再発予防を目的に運動療法

や生活指導を行っていくことを心臓リハビリテーションといいます。

　運動療法は心臓の負担にならない範囲で進めていきます。具体的には「座る」「立つ」「歩く」などの動作が

及ぼす心臓への影響を心電図などで確認しながら運動負荷を検討して運動を行ないます。また心機能に合

わせ日常生活の活動範囲を少しずつ広げていきます。

　医師・看護師・薬剤師・栄養士などスタッフ間での意見交換や退院前にCPX（心肺運動負荷試験）を実施す

ることで、退院後に不安なく生活できるようお話を伺いながら関わっていきます。

リハビリ特集⑦
リハビリテーション科紹介

〈排痰訓練中〉 〈圧迫療法に使用する医療用品〉

〈自転車エルゴメータ〉〈自転車エルゴメータ〉 〈トレッドミル〉

座位

立位

25m歩行

50m歩行

100m歩行

200m歩行

運動負荷試験項目

（　月　日）　

（　月　日）　→

（　月　日）　→

（　月　日）　

（　月　日）　→

（　月　日）　→

　

車椅子にのれます。

トイレに歩いて行けます。

シャワー浴ができます。
病棟を自由に歩けます。

入浴ができます。
病棟内を自由に歩けます。
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「健康教室」を開催しました
　６月１７日（月）、当院５階大会議室において、平成２
５年度第１回健康教室が開催されました。
　今回は「糖尿病とその治療」と題し、当病院の腎・糖尿
病センター長鴻野浩先生に講演をしていただきました。
　糖尿病は年々増加傾向にあり、６０歳以上では３人
に１人が糖尿病予備軍といわれています。糖尿病は自
覚症状に乏しく、４割は治療を受けておらず、そのため
定期的な検査が大切になります。今回の講演では糖尿
病について、症状や合併症、治療法などもりだくさん
な内容で、ご参加いただいた方々にとても参考になっ
たのではないでしょうか。     （イベント委員会　中山　愛）

総合防災訓練を実施しました
　平成25年6月29日（土）の午後2時より当院初の総合防災訓練を実施しました。消防法で年2回以上義務付
けられている訓練の一環であり、毎年春と秋に実施しています。
　平成23年3月11日の午後2時46分、東日本大震災が発生しました。当時、新病院に移転してから1か月程
度しか経過しておらず、病院職員も未だ新しい建物に不慣れで各部屋の場所すらうろ覚えの状況の中、各職員
が懸命に復旧・医療活動に取り組んでいました。また、被災当時は防災マニュアルが新病院用に改定されておら
ず、統制の取れた対応ができていたとは言い難い状況でした。
　この教訓を生かし、昨年秋より大規模災害見直しプロジェクトチームを立ち上げ、新病院用に防災マニュアル
の規格改定を行い、この春に原案が出来上がりました。今回、このマニュアル原案を基に防災訓練を実施し、内
容の最終調整を行いました。
　地震発生後、まず院内の被害状況を確認し、状況報告を基に災害対策本部及び情報センターの設置を判断します。

　設置後に詳細な情報収集や復旧活動をスムーズに進めるため災害医療体制に移行し、各班長や担当者が選
任され各自活動を行います。

　新たな試みとして、有事の際に限られた職員でスムーズに初期行動に取り組めるように「アクションカード」と
いうものを導入しました。
　今後訓練を重ね、当院に馴染むマニュアルを作成して、万が一の場合でも地域の皆様に安全・安心な医療提
供ができるよう努めていきたいと考えております。                                          （施設管理室　渡部　祐昭）

着任医師紹介

　7月より産婦人科に着任いたしました。以前は社会保険二本松病院で11年余り働い
ておりました。二本松では産科がメインで、徐々に婦人科をもう一度勉強したいという思
いが強くなり博志先生にお願いしたところ快く受け入れていただきました。
　当院産婦人科は忙しく着任数日で少し疲れていますが、何か研修医時代に戻ったよう
で楽しく懐かしい思いもあります。宜しくお願いいたします。

産婦人科
大和田　真人（おおわだ　まこと）

〈情報センター〉

〈健康教室の様子〉

外科・消化器内科症例懇話会を開催しました
　平成25年7月3日（水）、ホテルプリシード郡山にお
いて「外科・消化器内科症例懇話会」を開催しました。
　寿泉堂綜合病院では、地域で開業されている先生
方を対象に、診療科ごとの症例検討会を開催しており
ます。今回は、外科から4題、消化器内科から2題と多
くの症例発表がありました。当院で経験した症例を地
域の先生方と情報交換しながら和やかに検討や共有
ができました。               （地域医療連携室　荒川　トミ） 〈症例懇話会の様子〉

寿泉堂病院公開医学講座開催
　去る６月１１日（火）、郡山市のホテルハマツにおい
て第３３回寿泉堂病院公開医学講座が開催されました。
この講座は日本医師会生涯教育制度認定となってお
り、市内外の開業医の先生方をはじめとする医療関係
者を対象に、最新の医療情報を学びながら地域の診療
連携を深めることを目的に年２回開催されています。
　今回は福島県立医科大学整形外科学講座教授の紺
野愼一先生を講師にお招きして、寿泉堂綜合病院の菅
野裕雅副院長兼整形外科部長を座長に「慢性腰痛の
病態と治療」と題して、腰痛治療の分類や慢性腰痛の
特徴などについてわかり易く解説していただきました。
会場には多くの参加者にお集まりいただきましたこと、
さらには今年1回目の講座が盛大に開催できましたこ
とに心より御礼申し上げます。      （総務課　吉田　幸則） 〈紺野　愼一教授〉

〈防災対策本部〉

〈トリアージ〉〈情報収集〉 外　科

消化器内科

1．『腸重積を呈した肺癌小腸転移の一例』 月田　茂之
2．『胆管癌が疑われた肝内結石を伴う胆管過形成の一例』 芦澤　　舞
3．『すりガラス状陰影を呈した肺癌症例』 宮本康太郎
4．『一腺のみの腫大を呈した副甲状腺過形成の一例』 宮本康太郎
5．『震災後の当院の内視鏡検査について』 齋藤　伸一
6．『血栓溶解療法を施行した急性上腸間膜動脈閉塞症の一例』 本田悌一朗
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「健康教室」を開催しました
　６月１７日（月）、当院５階大会議室において、平成２
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総合防災訓練を実施しました
　平成25年6月29日（土）の午後2時より当院初の総合防災訓練を実施しました。消防法で年2回以上義務付
けられている訓練の一環であり、毎年春と秋に実施しています。
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　この教訓を生かし、昨年秋より大規模災害見直しプロジェクトチームを立ち上げ、新病院用に防災マニュアル
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　新たな試みとして、有事の際に限られた職員でスムーズに初期行動に取り組めるように「アクションカード」と
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　今後訓練を重ね、当院に馴染むマニュアルを作成して、万が一の場合でも地域の皆様に安全・安心な医療提
供ができるよう努めていきたいと考えております。                                          （施設管理室　渡部　祐昭）

着任医師紹介

　7月より産婦人科に着任いたしました。以前は社会保険二本松病院で11年余り働い
ておりました。二本松では産科がメインで、徐々に婦人科をもう一度勉強したいという思
いが強くなり博志先生にお願いしたところ快く受け入れていただきました。
　当院産婦人科は忙しく着任数日で少し疲れていますが、何か研修医時代に戻ったよう
で楽しく懐かしい思いもあります。宜しくお願いいたします。

産婦人科
大和田　真人（おおわだ　まこと）

〈情報センター〉

〈健康教室の様子〉

外科・消化器内科症例懇話会を開催しました
　平成25年7月3日（水）、ホテルプリシード郡山にお
いて「外科・消化器内科症例懇話会」を開催しました。
　寿泉堂綜合病院では、地域で開業されている先生
方を対象に、診療科ごとの症例検討会を開催しており
ます。今回は、外科から4題、消化器内科から2題と多
くの症例発表がありました。当院で経験した症例を地
域の先生方と情報交換しながら和やかに検討や共有
ができました。               （地域医療連携室　荒川　トミ） 〈症例懇話会の様子〉

寿泉堂病院公開医学講座開催
　去る６月１１日（火）、郡山市のホテルハマツにおい
て第３３回寿泉堂病院公開医学講座が開催されました。
この講座は日本医師会生涯教育制度認定となってお
り、市内外の開業医の先生方をはじめとする医療関係
者を対象に、最新の医療情報を学びながら地域の診療
連携を深めることを目的に年２回開催されています。
　今回は福島県立医科大学整形外科学講座教授の紺
野愼一先生を講師にお招きして、寿泉堂綜合病院の菅
野裕雅副院長兼整形外科部長を座長に「慢性腰痛の
病態と治療」と題して、腰痛治療の分類や慢性腰痛の
特徴などについてわかり易く解説していただきました。
会場には多くの参加者にお集まりいただきましたこと、
さらには今年1回目の講座が盛大に開催できましたこ
とに心より御礼申し上げます。      （総務課　吉田　幸則） 〈紺野　愼一教授〉

〈防災対策本部〉

〈トリアージ〉〈情報収集〉 外　科

消化器内科

1．『腸重積を呈した肺癌小腸転移の一例』 月田　茂之
2．『胆管癌が疑われた肝内結石を伴う胆管過形成の一例』 芦澤　　舞
3．『すりガラス状陰影を呈した肺癌症例』 宮本康太郎
4．『一腺のみの腫大を呈した副甲状腺過形成の一例』 宮本康太郎
5．『震災後の当院の内視鏡検査について』 齋藤　伸一
6．『血栓溶解療法を施行した急性上腸間膜動脈閉塞症の一例』 本田悌一朗
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高齢者医療研修会を開催しました
　平成２５年７月１６日（火）に寿泉堂綜合病院大会議
室において、全職員を対象とした高齢者医療に関する
研修会を開催しました。研修修了登録医である血液内
科部長の岡本正俊先生を講師に実施し、大会議室の
定員を大きく超える１６０名の参加者がありました。研
修会では、高齢者に起こりやすい疾患や入院時のスク
リーニングのポイント・アセスメント例など、高齢者の
総合機能評価に関する説明があり、更には要介護状態
へ移行しやすい老年症候群（転倒・口腔機能低下・排尿
障害・動作緩慢・歩行障害など）のお話がありました。後
半では、症例を交えながらの説明があり、参加した職
員は皆熱心に学んでいました。     （人事課　赤沼　将悟）

ストップ！患者誤認～医療安全管理研修会～
　去る7月29日、寿泉堂綜合病院大会議室において
平成25年度第１回医療安全管理研修会｢事例からの
振り返り｣が開催されました。
　今回は５部署からの事例の発表があり、放射線科で
は患者誤認のロールプレイも行われました。当院では
患者誤認防止のため患者確認の際、患者さんご本人
に名前を名乗っていただく事を原則としています。ミ
スの発生を限りなくゼロに近づけるため、患者さんに
も協力をお願いしています。年２回の医療安全管理研
修会を通じ、職員が安全への意識を高め、対策情報を
共有し合いながら、患者さんと共に病院の安全文化が
醸成される様に日々、その取り組みへの努力を重ねて
参ります。                          （医療安全室　田辺　均）

最新MRI装置（3テスラ）導入運用を開始
　寿泉堂綜合病院では、この度最新3T-MRI装置「フィリップス社製　Ingenia3.0T-MRI」を
東北で初導入し、平成25年8月5日から運用を開始いたしました。

【主な特長】
●開口径が70cmと広く、ゆとりのある空間で検査
が可能
●従来のアナログからフルデジタル化により画質が
大幅に向上

●がんなどの病変を高い感度で描出する全身検索
が短時間で撮影可能　など

　今回の導入により、MRI検査のさらなる充実をめざ
し、患者さんに出来るだけ負担が少ない検査体制を整
えられるよう努力してまいります。

（放射線科　七見　幸夫）

藤田　香純（9階病棟：消化器病センター）
　今回の歓迎会では、皆それぞれ頑張っていることを確認できたとともに、自分ももっと努力しなければと思い
ました。今後も先輩方の力を借りながら、患者さんの役に立てるような看護師を目指し、努力していきたいと思
います。

古川　香奈（10階病棟：内科・小児科・耳鼻咽喉科病棟）
　歓迎会では、壁寸看護部長からの歓迎の言葉をいただき、また、先輩方から新人の紹介をしてもらいました。
自分が看護師として、10階病棟の一員になったことを改めて感じました。サポートしてくださる方への感謝を忘
れずに、患者さんの気持ちに気づくことができる看護師を目指し、頑張りたいと思います。

　7月18日（木）、ビッグアイ7階市民交流プラザにおいて、看護部新人歓迎会が行われました。例年、入社から
3か月が経過する7月に新人歓迎会が行われ、新人たちの奮闘ぶりを紹介しています。今年度は、38名もの新
人が入社したこともあり、多少時間をオーバーするほどの盛り上がりでした。
　新人が配属された部署の先輩が、パワーポイントを用い、病棟での様子などを紹介したあと、卒業校の先生方
からの心温まる応援メッセージを紹介しました。
　今回は、新人のご家族11名のご参加を得ました。ご家族にとって、職場での働きぶりは心配されていたと思い
ますが、少し安心していただけたことと思います。
　今後も、一人前の看護師になれるようサポートしてまいります。                 （むつみ会親睦委員会　牛来　義勝）

看護部新人歓迎会

～新人からの一言～

〈高齢者医療研修会の様子〉

〈フィリップス社製　Ingenia3.0T-MRI〉

〈ロールプレイ〉

〈会場の様子〉〈発表の様子〉〈看護部長あいさつ〉

6

寿泉堂NEWS ナースNEWS



高齢者医療研修会を開催しました
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室において、全職員を対象とした高齢者医療に関する
研修会を開催しました。研修修了登録医である血液内
科部長の岡本正俊先生を講師に実施し、大会議室の
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修会を通じ、職員が安全への意識を高め、対策情報を
共有し合いながら、患者さんと共に病院の安全文化が
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が可能
●従来のアナログからフルデジタル化により画質が
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し、患者さんに出来るだけ負担が少ない検査体制を整
えられるよう努力してまいります。
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藤田　香純（9階病棟：消化器病センター）
　今回の歓迎会では、皆それぞれ頑張っていることを確認できたとともに、自分ももっと努力しなければと思い
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います。

古川　香奈（10階病棟：内科・小児科・耳鼻咽喉科病棟）
　歓迎会では、壁寸看護部長からの歓迎の言葉をいただき、また、先輩方から新人の紹介をしてもらいました。
自分が看護師として、10階病棟の一員になったことを改めて感じました。サポートしてくださる方への感謝を忘
れずに、患者さんの気持ちに気づくことができる看護師を目指し、頑張りたいと思います。

　7月18日（木）、ビッグアイ7階市民交流プラザにおいて、看護部新人歓迎会が行われました。例年、入社から
3か月が経過する7月に新人歓迎会が行われ、新人たちの奮闘ぶりを紹介しています。今年度は、38名もの新
人が入社したこともあり、多少時間をオーバーするほどの盛り上がりでした。
　新人が配属された部署の先輩が、パワーポイントを用い、病棟での様子などを紹介したあと、卒業校の先生方
からの心温まる応援メッセージを紹介しました。
　今回は、新人のご家族11名のご参加を得ました。ご家族にとって、職場での働きぶりは心配されていたと思い
ますが、少し安心していただけたことと思います。
　今後も、一人前の看護師になれるようサポートしてまいります。                 （むつみ会親睦委員会　牛来　義勝）

看護部新人歓迎会

～新人からの一言～

〈高齢者医療研修会の様子〉
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寿泉堂香久山病院

春の≪いきいきサロン≫　開催される！

寿泉堂クリニック

春季自衛消防訓練に参加して

家族と一緒に七夕行事
　第5病棟（認知症治療病棟）での家族懇談会が行われました。この懇談会では毎回レクリエーションを行い、
患者さんとご家族の方の交流の場となっています。今回は七夕の時期のため、事前に患者さんと職員が一緒
に作った七夕飾りの下で、織姫と彦星の紙芝居をしたり、「三百六十五歩のマーチ」に合わせ歌体操をしたり、
さらにご家族の方々と一緒に野菜の名前を30個出
すゲーム（野菜ゲーム）等を行いました。野菜ゲーム
では20個くらいまではポンポンと野菜の名前が飛び
出してきたのですが、そこからはなかなか出なくなり、
しばらく時間がかかりましたが、なんとか30個の野
菜の名前がそろうと会場内からは拍手が沸き起こり
ました。その後、橘名誉院長による当院の現状報告が
行われました。家族の方が来院されると患者さんは
普段見られないような笑顔になり、楽しいひと時を過
ごしていたようでした。

（リハビリテーション室　山本　剛三）

寿泉堂松南病院
〈訓練の様子〉

〈紙芝居の様子〉

　クリニックでは春と秋に消防訓練、夏に透析センターで実施する緊急離脱訓練があり、合わせて年に3回、避
難訓練を行っています。今回、平成25年春季自衛消防訓練として、6月27日に火災を想定した避難訓練を実施
しました。
　今回、私は現場隊長として初めて訓練に参加し、訓
練を通して、“状況に合わせたすばやい判断”や“全体
の状況を把握したうえでの的確な指示”が身の安全を
守ることにつながるということを再認識しました。
　クリニックでは、毎回、訓練の日を迎えるまでにそれ
ぞれの役割になりきって何度も練習を重ね、本番さな
がらに真剣に訓練に取り組んでいます。それでも、実
際の災害では「訓練以上のことはできない」といわれ
ています。今後も避難訓練の重要性を認識しながら訓
練にあたっていきたいと思います。 

 （クリニック透析センター　宍戸　百合）

2013.6.8/6.15/6.22

2013.7.9

2013.7.2

　６月に昭和地区、小原田地区、香久山地区で春の「いきいきサロン」が開かれました。当月よりファミ
リー倶楽部メンバーが大幅に入れ替わったこともあり、気持ちも新たに取り組みました。
　さて、今回は「便秘解消ストレッチ」をはじめ、伝言ゲーム、ズンドコ体操の三部構成のほか、地区毎
に若干の内容変更を加え、じゃんけんゲーム、脳活性化指先運動なども取り入れ、和やかで楽しい時間が
共有できました。これからも従来の基本的構成は継続していきますが、地域の皆さまのご希望に添ったよ
り身近で関心のあるテーマを選定して参ります。                                               （ファミリー倶楽部）

福祉・医療の接遇マナー研修
　東京ディズニーランドにて、接遇などの教育を
担当されていた株式会社ＳＺＥの高橋尚也さんを
講師に招き、「福祉・医療の接遇マナー研修」を
行いました。研修はグループワーク形式で、一般
的な “身だしなみ” “表情・態度” “言葉遣い” だ
けではなく、院内で実行できる患者さんとの接し
方などを学びました。患者さんやご家族にご満足
頂くため、私たち職員が必要な接遇マナーとは何
か、もし苦情が発生した場合はどのように対応し
たらよいのかを、今回の研修を通して一人ひとり
が考える良い機会となりました。       （ＩＳＯ事務局）

春季総合消防訓練
　病院全部署参加の総合的な消防訓練を実施しました。今回は
日中に火災発生という想定で、初期消火訓練・通報連絡訓練・
非常放送訓練・避難誘導訓練を中心に繰り広げられました。ま
た、実際に消火栓の放水訓練も併せて実施いたしました。
　当院では「絶対に火を出さない」という院長の信念に基づき、
これからも安全で安心な環境をご提供できるよう努めてまいります。

「バラ園」に行って来ました
　６月２６日にグループホームの外出行事で、開成山公園内にあるバラ園に外出をしました。時季が遅かったせ
いか、バラの花は少し枯れ始まっていたのもありましたが、入居者の皆さんがそれぞれ気に入ったバラの花の前
に立ち、記念撮影をしました。「私はこれがいいな」とバラの前で微笑む顔が、バラにも負けないくらい素敵な笑
顔でした。園内でお茶を飲みながらゆっくりと過ごす時間もあり、皆さんにはいつもと違った雰囲気の中でお茶
を楽しんで頂けたかなと思います。
　帰りがけには回転寿司に寄り、みんなでお寿司を食べ
ました。回転寿司ではめずらしい「おはぎ」が大人気で、そ
の他にもフライドポテトやデザートも食されていました。
あっという間に皿も重なり、私の隣に座っていた入居者の
おひとりが突然「今日はみんな楽しそうだねぇ」と話されま
した。そう話している本人からも笑顔がこぼれていました。
　梅雨の時期で雨の心配もありましたが、当日は雨に
あたる事もなく笑顔で一日を過ごすことができました。

（グループホームすぷりんぐ　常盤　奈央）

スプリングガーデンあさか

〈バラの花と私とどっちがきれいかしら？！〉
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睡眠薬を安全に飲むためには？

教えて!　お薬豆知識　51
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寿泉堂綜合病院オープンシステム

登録医師のご紹介
医療法人　社団　根本内科医院
◎診療科：内科・胃腸科・循環器科 ◎診療科：歯科・小児歯科・口腔外科

【所在地】
郡山市田村町金屋
　　字マセロ40-2

【電話番号】
024-944-6476

【FAX番号】
024-944-6477

読者の皆様へ
地域の方々が明るく元気に生活できるよう支援して行
きたいと思います。

フルタ歯科医院

【所在地】
郡山市鶴見坦
　　　　　1-6-3

【電話番号】
024-938-4181

【FAX番号】
024-923-8148

読者の皆様へ
8020 運動でも「お口の健康」が身体の健康に良い
事が証明されております。定期健診をかかりつけ歯科
医院で行って下さい。

〈根本　敏男先生とスタッフのみなさん〉 〈古田　倫郎先生とスタッフのみなさん〉

古田　倫郎 先生
ふる　　た　　　みち　　お

根本　敏男 先生
ね　　もと　　　とし　　お

一人一人の患者様を大切にして、最良の口腔状態を提供で
きるようにして、地域の皆様に信頼される医院を目指します。

診療時間
午前/ 9：00～12：30
午後/14：00～17：30

月
○
○

火
○
○

水
○
○

木
○
休

金
○
○

土
○
○

日
休
休

※=第3土曜日は休診
※

※

※

１人でも多くの患者に笑顔を！

【休 　 診 　 日 】　木曜日午後、第３土曜日、
日曜日、祝祭日

【往診・訪問診療】　行っております
【病 　 床 　 数 】　無床

睡眠薬は不眠症の患者さんのための薬です。下記の

ことに注意して正しく服用するようにしましょう。

　　
・自分の判断で服用量を増やしたりせず、必ず医師の

指示にしたがって服用すること。

・服用する前に、寝る支度などを全部すませてから就

寝直前に服用すること。

・アルコール類と一緒に服用しないこと。

・薬の影響で翌日、眠気や注意力・反射運動能力の低

下が起こることがあるので、車の運転や機械の操作

には十分注意すること。

・家族や友人の間でも、譲ったり譲り受けたりしない

こと。

あなたに処方された薬は、あなたの不眠症を治療する

ための薬です。間違った使用で副作用が強く出たり、

命に関わる重大な事を引き起こすことになりますので、

十分注意して服用ください。わからないことがありま

したら、お気軽に医師、薬剤師に相談してください。
（薬剤科　遠藤　一江・田村　美香）

【休 　 診 　 日 】　第4木曜日午後、日曜日、
祝祭日

【往診・訪問診療】　行っております
【病 　 床 　 数 】　無床

※=第4木曜日は午後休診

診療時間
午前/ 9：00～12：30
午後/14：30～19：00

月
○
○

火
○
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○
○

日
休
休

（寿泉堂綜合病院 栄養管理科）

栄養量（1人分）

エネルギー…………………80kcal

たんぱく質……………………5.0g

塩分……………………………0.7g

　今回は、暑さで疲れた体に栄養補給！ネバネバ野菜で簡単・ヘルシー野菜サラダをご紹介します。
　オクラ・長芋・モロヘイヤなどのネバネバ野菜は昔から滋養強壮に良く効くと言われています。たっぷりの
野菜に豆腐を加えて栄養もしっかりとりましょう！

作　　り　　方
①レタスは食べやすく一口大に切る。玉葱は薄切り
にして１０分ほど水にさらし、水気を切る。

②豆腐は２cmの角切り。モロヘイヤはミキサーに
かける。

③ボウルにＡ１／２量とＢを入れて混ぜ合わせドレ
ッシングを作る。

④器に野菜と豆腐を盛り、ドレッシングをかける。
仕上げに残りのＡをかけ、ミニトマトを添え色採
りよく！

材料・分量（２人分）
●お好みのレタス………………２枚
●玉葱小………………………１/２個
●ミニトマト………………………２個
●豆腐…………………………１/２丁

●オクラ………２本（茹でて刻む）
●長芋………２cm（荒みじん切り）
●モロヘイヤ………３０ｇ（茹でる）
●めんつゆ………………大さじ１
●酢………………………小さじ１

＊ネバネバドレッシングサラダ＊

B

A

ポイ
ント

お好みで、色々な野菜で
お楽しみ下さい。
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8020 運動でも「お口の健康」が身体の健康に良い
事が証明されております。定期健診をかかりつけ歯科
医院で行って下さい。

〈根本　敏男先生とスタッフのみなさん〉 〈古田　倫郎先生とスタッフのみなさん〉
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ための薬です。間違った使用で副作用が強く出たり、

命に関わる重大な事を引き起こすことになりますので、
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したら、お気軽に医師、薬剤師に相談してください。
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＊ネバネバドレッシングサラダ＊

B

A

ポイ
ント

お好みで、色々な野菜で
お楽しみ下さい。
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地域と
寿泉堂を結ぶ
コミュニケーション
ペーパー

金澤　正晴

熊川　健二郎

福島県郡山市駅前１丁目１番17号
3303

地域医療支援病院

精神障がい者グループホーム
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　残暑厳しい日が続いております。今年はなかなか梅雨が明けず、猛暑が続くと

思えば突然の雨や時には洪水の日もありました。うららかをお読みの皆様は体調

を崩されていないでしょうか？まだまだ暑い日が続くと思われますので、脱水や熱

中症にお気をつけてお過ごし下さい。過ごしやすい秋の訪れを心待ちにしており

ます。な

湯浅　大郎

平成25年度表紙テーマ「花」
花：ザクロ　写真家：野口勝宏　福島の美しさを花を通して表現している作家

公益財団法人　湯浅報恩会

味なメニューで健やかに84・・・・

教えて!お薬豆知識51・・・・・・・・・・・・・

寿泉堂綜合病院オープンシステム
登録医師のご紹介83・・・・・・・・・・・・・・

◎目　次

・看護部新人歓迎会
ナースNEWS・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・着任医師紹介
・総合防災訓練を実施しました
・寿泉堂病院公開医学講座開催
・「健康教室」を開催しました
・外科・消化器内科症例懇話会を開催しました
・高齢者医療研修会を開催しました
・最新MRI装置（3テスラ）導入運用を開始
・ストップ！患者誤認～医療安全管理研修会～

寿泉堂NEWS・・・・・・・・・・・・・・・・・
リハビリ特集⑦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・寿泉堂香久山病院
・寿泉堂クリニック
・寿泉堂松南病院
・スプリングガーデンあさか

施設NEWS・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



公益財団法人　湯浅報恩会

寿泉堂綜合病院

外　来　診　療　の　ご　案　内
福島県郡山市駅前1丁目1－17
（024）932－6363（代表）

平成25年8月1日現在

【受付時間】　平日７：３０～１５：３０　　土曜日７：３０～１１：００
　　　　　　　（午前中の受付１１：００まで）
【診療時間】　平日９：００～１７：００　　土曜日９：００～１３：００

＊上記の診療案内は変更の場合がありますのでご了承下さい。
＊再来診療に関しては、一部の診療科を除き予約診療を受付ておりますので、受診時にご相談下さい。

診　療　科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
第１診呼吸器内科
第 2 診循環器内科
第 3 診糖尿病内科
第 4 診総 合 内 科
第 5 診消化器内科
第 3 診
第 4 診内　　科
第 5 診

第 1 診
第 2 診
第 1 診
第 2 診

婦人科

産　科
産婦人科
第 1 診
第 2 診
第 1 診

第 2 診

第 1 診
第 2 診

内科

午　前

午　後

午　前
午　前

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　前
午　後

午　前

午　後

午　前

午　前

午　前

午　前
午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

神 経 内 科
心 療 内 科・精 神 科

小 児 科

脳 神 経 外 科

形 成 外 科

心 臓 血 管 外 科

歯 科 口 腔 外 科

皮 膚 科

整 形 外 科

外 科

産 婦 人 科

泌 尿 器 科

眼 科

耳鼻咽喉科

前田真作 増戸康文 前田真作 吾妻啓佑 前田真作
出町　順 鈴木智人 出町　順 福島医大 鈴木智人
鴻野　浩 佐藤和加乃 鴻野　浩 鴻野　浩

岡本正俊 金澤正晴 担当医 岡本正俊
解良　皥 本田悌一朗 解良　皥 本田悌一朗 齋藤伸一

佐々木信博

福島医大
今泉修一 担当医 河野創一 鈴木志郎 橘　隆一
福島医大 佐藤知子 福島医大 酒井信子 佐藤知子 福島医大
酒井信子 及川智子 高橋信久 及川智子 高橋信久 担当医（交替制）

浦住幸治郎 宮本康太郎 中山浩一 浦住幸治郎 中山浩一 担当医（交替制）

中山浩一

山田昌幸 紺野　豊 紺野　豊 佐藤正憲

菅野裕雅 小山光久 菅野裕雅 利木成広 小山光久

関口美穂 大歳憲一
木村眞之介 木村眞之介 木村眞之介 佐藤　彩 木村眞之介

鈴木博志 鈴木和夫 鈴木博志 鈴木和夫 鈴木博志

妊　婦　健　診　（担当医師/助産師）　予約制

千葉茂寿 白岩康夫 千葉茂寿 千葉茂寿 熊川健二郎 担当医
百瀬昭志 熊川健二郎 中島　拓
神田尚孝 神田尚孝 神田尚孝 神田尚孝 神田尚孝 担当医

大槻彩香 大槻彩香 大槻彩香 大槻彩香

担当医 担当医 山辺　習 担当医 山辺　習 福島医大
佐藤廣仁 佐藤廣仁 担当医

春山秀城

三科正見 三科正見 三科正見 三科正見 三科正見 三科正見
小板橋勉 小板橋勉 小板橋勉 小板橋勉 小板橋勉 小板橋勉
秋本哲男 秋本哲男 秋本哲男 秋本哲男 秋本哲男 秋本哲男

健診・予防接種
（１４時～１５時/予約制）

柳沼康之
（予約制）

慢性疾患
（１５時～/予約制）

１ヶ月健診
（１３時３０分～/予約制）

岡本正俊
（予約制）

佐藤和加乃
（予約制）

新生児フォローアップ外来
（１４時３０分～/予約制）

健診・予防接種
（１４時～１５時/予約制）

齋藤伸一
（予約制）

佐藤知子
（循環器外来/完全予約制）

健診・予防接種
（１４時～１５時/予約制）

佐々木信博
（腎臓内科）

慢性疾患
（１５時～/予約制）

１ヶ月健診
（１３時３０分～/予約制）

担当医
（１５時～１６時）

新生児フォローアップ外来
（１４時３０分～/予約制）

中山浩一
（乳腺外来）

佐戸川弘之
（２･４週）

助産師
（産褥健診/予約制）

山本俊幸
（毎月最後の週）

齋藤まるみ
（予約制）

齋藤まるみ
（予約制）

齋藤まるみ
（予約制）

齋藤まるみ
（予約制）

福島医大
（不妊外来/１･３･５週）

助産師
（産褥健診/予約制）

吾妻達郎
（更年期外来）

助産師
（産褥健診/予約制）

宮本康太郎
（ストーマ外来）

浦住幸治郎
（甲状腺外来）

芦澤　舞
（肛門外来）

岸本昌浩
（４週/予約制）

高野佳寿子
（完全予約制）

岸本昌浩
（４週/予約制）

利木成広
（毎週）

菅野裕雅
（１・３・５週）

小山光久
（２・４週）

鈴木和夫
（１･３･５週）

伊藤　舞
（２・４週）

熊川健二郎
（CAPD外来/１・３・５週）

福島医大
（２・３週）

大槻彩香
（１･３週）

高橋美奈子
（２･４週）

荒　文博
（3週/予約制）

木村眞之介
（シミ・脱毛外来/完全予約制）


